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 要  旨 
 
本論文において，直交周波数分割多重(OFDM: Orthogonal-Frequency Division 
Multiplexing)に対して，判定帰還型遅延検波(DFDD: Decision-Feedback 
Differential Detection)の適用について検討する． 
遅延検波は，前シンボルを基準として情報シンボルを得る方式であり，正確な
伝搬路推定を必要としないので，伝搬路推定が困難な場合，有効である．しかし，
基準シンボルにも雑音の影響が出るので，伝搬路が静特性を持つ場合，正確な伝
搬路推定ができている同期検波に対して損失が大きい．このような遅延検波の特
性に対して，DFDDは，帰還した過去の判定結果と複数の受信シンボルを用いるこ
とにより，その性能を改善する．しかし，一般的にDFDDでは，帰還した判定結果
に誤りが生じた場合，その特性が著しく劣化し，特に観測シンボル数が大きい場
合，その影響はより顕著となる．また，OFDMにDFDDを適用するには，時間方向も
しくは周波数方向で用いることが考えられる．しかし，十分な性能を得るために
は，先頭に挿入するパイロットシンボルの数が，シングルキャリアの場合以上に
必要となり，その分送信できる情報ビットが減る． 
そこで本論文では，ビットインターリーブを伴った符号化変調（BICM: 
Bit-Interleaved Coded Modulation)を利用するDFDDにおいて，受信シンボルごと
に観測シンボル数を変化させ，帰還した誤りの判定結果の影響を軽減させる可変
長判定帰還型遅延検波(VL-DFDD: Variable-Length Decision-Feedback  
Differential Detection)方式を提案する．そして，その観測シンボル数を変化で
きることを利用して，パイロットシンボル数を削減する． 
最後に，計算機シミュレーションによって，時間・周波数選択性レイリーフェ
ーディング下のOFDMにおけるDFDD及びVL-DFDDの評価を行う． 
